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方や解釈がしやすいという傾向も見られ、豊かなイ
メージをもつことができるということも分かった。
　本研究では、上記の先行研究を踏まえ童謡を媒介
にし「思いを伝える」という授業研究により、どの
ような傾向が見られ、どのような効果があるのか追
究する。
Ⅱ．方法
　唱歌と童謡の対比、童謡の歴史的展開、国語科に
おける童謡活用の意義を論じる。その理論研究を踏
まえ、童謡を聴かせず歌詞（詩）をもとに授業を行
う＜詩グループ＞と、童謡を聴かせ歌詞と曲をセッ
トにして授業展開する＜童謡グループ＞の文章を分
析し教育的効果を明らかにする。
Ⅲ．唱歌と童謡の対比
　明治５年の学制で「唱歌」は教科科目として挙げ
られているが、「下等小学校教科14唱歌　当分之ヲ欠
ク」「下等中学校教科19奏楽　当分缺ク」と但書が
ついており、学制頒布当初から音楽に関するものだ
けが、教科そのものから除外されていたのである。
そのような「唱歌」を教科として取り入れようと尽
力したのが伊沢修二（1851-1917）や目賀田種太郎
（1853-1926）らの教育家である。彼らの建白により、
音楽取調掛が設置された。山東功（2008）は、音楽
取調掛には伊沢が米国留学中に師事した音楽教育者
のメイソン（1818-1896）が招聘され、西洋音楽受
容の基礎が築かれていくことになったという。当時
はオルガンやピアノなどの楽器を調達できず、輸入
に頼っていた時代であり、器楽演奏を中心とした音
楽教育、奏楽は極めて困難であった時代である。そ
こで、楽器の問題を回避するために教師だけが楽器
を弾ければよいということで、声の音楽として「歌
うこと＝唱歌」が必要とされたのであると山東は指
摘する。その「唱歌」を教科に導入した伊沢が唱歌
歌詞について問題視したのは歌詞の句数字数といっ
た韻律的側面への配慮であった。この配慮に呼応で
きるのは言語に通暁し、教育的配慮に目の向く人物
でなければならなかったと、山東はいう。この要望
に応じたのが国語教育に携わり、和学に通じた国学
派の稲垣千頴、里見義らであった。ここに唱歌作詞
と国学者との関係を見出すことができる。このよう
な経緯から唱歌が国語教育から生まれてきたのであ
ると、山東は指摘する。その「唱歌」の意義につい
て、山住正巳（1967）は、子供の学業における疲労
を癒し、肺臓を強くし、発音を正し、心情を楽しま
せることなどが唱歌の「直接の功力」であり、社会
を「礼文ノ域」にすすめ「王徳ヲ頌」するようにな
ることなどが「間接ノ功力」であるとされていたと
いう。当時の学校教育が教師による一方的な知識の
教授に終始していることを批判し、子供の学校生活
を「快愉」なものにし、健康の増進にも役立つとい
うところに唱歌教育の意義があると目賀田が主張し
ていたと、山住は論じている。一方、伊沢が目指し
た唱歌教育は東洋と西洋の音楽の折衷であり、日本
における「国楽」の創生にあったと山東はいう。そ
の伊沢は音楽が徳性の養成に適するものと捉えてい
たが、音楽の芸術的側面、「雅」の側面を重視し、「俗」
の改良として「雅」を構築し、唱歌によって「俗」
から「雅」への転換を図り、「国楽」としての唱歌を
目指したと、山東はいう。明治14年になると目賀田
と伊沢が「直接の功力」を後退させ「間接ノ功力」
に儒教道徳をもりこんで、重視しようとしていたと
山住が指摘していることから、唱歌教育の目的が徳
性の涵養に変わり、唱歌を「心情の養成」ではなく
徳育の手段として利用したことが窺える。
　歌詞は「雅」で、西洋歌曲で歌おうとしていた和
洋折衷の唱歌は官制的で子供の音楽的能力に適さず、
小学生には歌詞の理解も難解であるという批判が音
楽性だけでなく歌詞の面でも生じてきたのである。
　この唱歌批判から鈴木三重吉主宰の『赤い鳥』が
大正７年に刊行され、童謡興隆の契機となった。三
重吉は「童話」に対する言葉として、子供のための
芸術的な歌を「童謡」と名付けたのである。それは、
文字として読まれる詩だけではなく、音楽を伴って
歌われるものとしての「童謡」が考えられていたと
藤田圭雄（1971）は指摘する。三重吉だけでなく北
原白秋も唱歌に厳しい批判の目を向けていた。白秋
は「童謡私観」（1923）で、「新しい童謡は根本を在
来の童謡に置く。日本の風土、伝統、童心を忘れた
小学唱歌との相違はこゝにあるのである。」と述べ、
童心と伝統が欠如した教訓的な唱歌を否定し、「童謡
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は童心童語の歌謡である」と主張したのである。同
様に、野口雨情も「童謡作法問答」（1921）において、
唱歌は子供の心から遊離した、詩的情緒が含まれて
いない無趣味単調であると唱歌批判をしている。西
條八十も「現代童謡講話」（1924）の中で、唱歌が
主として教訓や知識を授けるのを目的とした功利的
歌謡であり、児童の生活感情には何等の交渉を持た
ないとし、唱歌を否定している。
　大正期半ばの童謡運動は「子供不在」の唱歌を乗
り越えようとの意図で興り、芸術性の高い子供の歌
の創造を目指した動きであったといえる。が、唱歌
と童謡は、その成立において当時の社会的背景が大
きく影響しているのである。唱歌は明治５年の学制
頒布が行われ教育制度も大き変化しようとしていた
西洋受容の近代化の中で成立し、それに対して童謡
の成立は大正期半ばである。その当時は大正デモク
ラシーによる自由主義思潮が高まり、児童中心主義
教育が唱えられていた時代であった。成立時代背景
が異なっている唱歌と童謡であるが、歌詞に着目し
ていくと「国家主導的な唱歌歌詞」に対し、「子供の
感性や感受性の育生をめざす童謡歌詞」という違い
が見えてくる。唱歌は大人が日本の自然の美しさや
伝統的な文化を子供に伝えたいという思いが歌詞に
強く表れたものであり、子供の心から湧きあがるも
のではなかったといえるのである。それに対して、
子供の心に根ざし子供に分かりやすい歌詞で家族を
思う心や自然の美しさ、日本の風土などを表現し、
詩的情緒が含まれており、深い文学性を有するもの
が童謡なのである。
Ⅳ．童謡の歴史的展開
　「童謡」という名称の初出は『日本書紀』であり、「わ
ざうた」と読まれ時世を諷した比喩の歌であった。
「童謡」という言葉が、子供の歌の意味に使われる
ようになったのは江戸時代に入ってからであると藤
田はいう。童謡の概念について、畑中（1990）は、
①子供達が集団的に生み出し伝承した歌謡（わらべ
うた、伝承童謡）、②大人が創作した子供の歌、③
子供達が創作した詩・歌（児童詩、児童自由詩）の
3つを挙げている。昭和10年代頃までは３つの概念
の混在が見られたが、①と③の概念がそれぞれ分離・
独立し、「童謡」は「大人が創作した子供の歌」とい
う意味で定着し今日に至っていると、畑中は指摘す
る。その「童謡」という語の概念については、雨情・
白秋・露風・八十の間でも微妙に異なり、簡単には
定義づけられない。雨情は、童謡を芸術性の高い歌
われるための子供の詩であると主張する。雨情の童
謡は子供の眼を通して子供の生活を歌ったものであ
り、音楽的韻律に富んだ日常的な言葉で歌いあげた
ものであった。雨情の児童観であるが、子供を無邪
気で天真爛漫で清く美しい純真な心を有する者と捉
えている。白秋は、わらべうたを根底にすえながら
「童心童語の歌謡」を目指した。畑中（1990）は、
白秋の「童心」を個性的で奥行きの深さがあるといっ
ているが、白秋自身の幼少期の過去を追慕し郷愁に
生きようとする心情に関わりがあるのではないかと
考える。白秋の児童観であるが、白秋は子供を美化
しておらず、子供は本来残虐性をもち、大人同様の
欲望や感情をもっている者であると捉えている。露
風は、「易しい言葉」と言葉の「好い調子」、詩の音
楽性を重んじ、童謡には自分が表れると考え、童謡
は詩人の自己表現であるとも主張している。この点
が、八十の主張「童謡は作者の自己表現」と重なっ
ている。露風の児童観であるが、露風も雨情と同様
に、子供を天真爛漫で純粋無垢であると捉えている。
八十は、大人の心で幼年時代に取材した詩を象徴的
に書くという象徴詩としての童謡をうちたて、詩人
の感動をもとに詩人の自己表現としての童謡を強く
志向した。八十は童心に拘るのではなく、童謡は詩
人の真摯な自己表現であるべきと主張した。八十の
児童観であるが、童心主義を標榜せず、子供の現実
を醒めた目で見ていることから、読み手としての子
供のことをあまり意識していなかったといえる。白
秋や雨情は子供に対して「過干渉」であったが、
八十は自己表現としての詩の創造に専念していたと
いえると畑中が指摘するように、子供への関心は薄
かったと考えられる。
　このように、童謡観や児童観は童謡詩人により異
なるが、本論では童謡を「大人が子供に向けて書い
た歌われるための詩」と捉えることする。
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Ⅴ．国語科における童謡活用の意義
１．童謡の教育的要素
　「童謡は詩（文学）なのか、歌（音楽）なのか」
という問題が、今日まで続いている。この問題につ
いて、畑中圭一（1990）は論じる。童謡勃興期にお
いて、雨情や葛原しげるのように音楽性を強く主張
する立場と、八十のように詩を重んじる立場とが
あった。露風にも音楽性を強調した発言があり、当
時の童謡詩人は音律を中心とした音楽性を追究して
いたのである。が、白秋が児童自由詩を賞揚したこ
ともあって、昭和初期にかけて簡潔な印象詩的表現
が童謡界に広まっていった。童謡が歌われる詩であ
るからといって、詩のリズムだけを重視しても音楽
的律動が生まれず、子供の心に訴えるかける躍動感
は乏しくなってくる。ましてや、作者の自己表現と
しての文学性を追究するとなると、さらに子供から
離れてしまう。やはり子供の心に根ざした童謡は子
供の心に響くものでなければ、その本領を発揮でき
ない。童謡には子供の心に訴える躍動感が必要なの
である。その躍動感は音楽性から生まれてくるもの
である。
　以上の畑中の論述から、童謡は詩（文学性）と歌
（音楽性）の両方が同じウェイトで機能してこそ、
童謡としての本領を発揮できるものであると考える。
正に車の両輪の如く両方とも必要な教育的要素なの
である。
２．童謡でなければできないこと
　童謡の詩と歌は作者自身だけの詩ではなく、その
時代のみんなの気持ちを読み取った詩をみんなの歌
にしているものである。詩と曲から成立している童
謡から曲をとったら詩が残る。しかし、この詩は作
者の個人的な思いの強い詩ではなく、みんなが分か
る、みんなが共有できる詩なのである。童謡とは誰
もが共有できる詩であり、誰でもが歌い楽しむこと
ができる歌と捉えることができる。そこに、童謡の
大衆性がある。童謡を媒介にして国語科の授業を展
開していく場合、詩と曲をセットにして活用するこ
とで、童謡の大衆性を楽しめるということと、歌詞
と曲が一緒になるところで出てくる子供の感性に働
きかけることができるということが、童謡でなけれ
ばできないことである。
Ⅵ．童謡を活用した国語科授業の分析と効果
　平成23年７月11日・12日・13日に千葉県八街市立
朝陽小学校第５学年136名を対象に行った。１・２
組を＜詩グループ＞とし、３・４組を＜童謡グルー
プ＞とした。
【単元名】童謡への自分の思いを伝えよう
【単元について】
　童謡を使って童謡の世界を想像させ、お気に入り
の童謡を選ばせる。その気に入った童謡への思いが
相手に伝わるように文章で表現をする。選んだ童謡
のどこがどうして気に入ったのか、この部分がこう
だから好きなんだというような、「自分がその童謡が
大好きなんだ」という思いを書き、友だちに伝える
という言語活動を行っていく。そのためには、まず、
童謡における言葉の意味を捉えさせ、次に、歌詞の
音読や視写により童謡の世界を想像させ、気に入っ
た童謡に思いがもてるようにする。＜詩グループ＞
と＜童謡グループ＞の文章から、表現力に見られる
傾向を把握することが本単元のねらいである。
【学習指導計画（３時間扱い）】
第１時『アメフリ』
①詩を音読し〈童謡を聴いて〉題名を当て、詩〈童
謡〉の印象を書き、分からない言葉の意味を知る。
②詩〈童謡の歌詞〉を視写し、詩〈童謡〉の内容を
捉え、詩〈童謡〉から想像した色をワークシート
の図に塗る。
第２時『肩たたき』『十五夜お月さん』
　①・②『アメフリ』と同様
第３時　自分の思いを表現
　①３つの詩を音読し〈３つの童謡を聴き〉好きな
ものを１つ選ぶ。
　②選んだ詩〈童謡〉への思いを書く。
【授業についての分析】
　＜詩グループ＞は詩の文面を何度も読み返しなが
ら書き進めることができた。しかし、意欲が持続で
きなかった。＜童謡グループ＞では面白さが実感で
き、学習意欲が高くなった。その意欲が書くことの
原動力となり、すぐに童謡への思いを書くことがで
きた。
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【文章分析】
　授業が本単元のねらいに直結する第３時における
文章分析を中心とする。全員の文章をプリントし、
この詩やこの童謡が好きという思いが伝わってくる
ものを＜詩＞＜童謡＞グループ毎に選ばせた。誰か
らも選ばれず、選択者０名の文章も多数あった。結
果は表１に記載。
【文章分析・考察】
イ．詩①と童謡①から、「ピッチピッチ　チャップ
チャップ　ランランラン」に関する文章を選んだ
児童が一番多いということから、文章を書いた児
童を含め選んだ児童達もオノマトペの楽しさに惹
かれているといえる。
ロ．詩⑤と童謡②から、「サシタマエ」等の昔の言葉
に着目し、伝統的な言語文化を実感していること
が分かる。
ハ．「母
かか
さんに　も一度わたしは逢いたいな」が強
く心に残り、母に逢いたいと切望する子の思いや、
「母さん　そんなにいい気持ち」から親子の温か
い触れ合を感じ取っていることが両グループから
窺える。
ニ．＜詩＞、＜童謡＞グループ共に、選ばれた文章
には、必ず自分の思いが書かれている。思いや気
持ちの記述部分は、＜詩＞13、＜童謡＞19ヶ所あ
り、＜童謡＞の方がより多く思いや気持ちを書い
ている。これは、曲を聴くとイメージが膨らみ、
書きやすくなったからだと考えられる。
ホ．印象的な語彙・語句の使用数を比較してみると、
＜詩＞３個、＜童謡＞８個であった。特に、＜童
謡＞①は歌詞に「長靴」「水溜まり」と書かれて
いないが、自分なりに想像して記述していること
が分かる。曲想に感化されて、想像力が働いたか
らであるといえる。
ト．自分の思いを相手に分かるように伝えるには、
少ない文字数では困難であり、ある程度の文字数
が必要である。全体的な文字量を比較すると、＜
詩＞513文字、＜童謡＞627文字であった。１文章
の平均文字数は＜詩＞85文字、＜童謡＞104文字
になる。これは、曲を聴くとイメージが膨らみ、
心に感じるものが強くなり、スラスラと書き進め
ることができたと考える。
チ．＜詩＞⑥と＜童謡＞⑥は共に『肩たたき』に関
するものである。＜詩＞⑥は肩たたきをしている
子どもに着目し、その子の様子や心情を想像して
書いている。＜童謡＞⑥は肩たたきをしてもらっ
ている母親が気持ちよさそうな様子を想像して、
自分まで心底いい気分になれたことを表現してい
る。肩たたきをする童謡の主人公に同化して書い
たことが分かる。この児童は、普段書くことを苦
手としているが、思いが伝わる文章として５名の
児童から選ばれている。「ピンク色を思い浮かべ
て、ふわっとした気持ちになったよ」が選ばれた
理由であった。童謡を使うことにより、書くこと
が苦手な児童でも自分の思いを文章表現すること
ができるようになったといえる。
ⅴ．まとめと今後の課題
　童謡は子供の視点で作られている為、児童には身
近に感じられ、童謡の詩（歌詞）だけで、情景を思
い浮かべて心情を読み取り、自分の思いを文章表現
することができた。その上、曲を聴かせると言葉に
敏感になり、歌詞の語彙や語句の一つ一つに着目し
て、登場人物の心情を豊かに想像することができた。
　以上のことから、童謡を媒介にすることによって、
イメージが膨らみ、主人公に同化でき、自分の思い
を文章表現しやすくなるという傾向があるといえる。
また、曲と詩をセットにして活用すると、文章表現
が意欲的になり、文字数が増え、使用する語彙や語
句も豊かになるという効果が見られた。
　これまで、多くの小・中学校で童謡を媒介にする
国語科の授業を飛び込みで行ってきた。どこの学校
でも、童謡を活用した授業は「楽しかった」という
感想が多く、中には、「童謡は奥深い。」という感想
もあり驚いた。今回の授業研究も飛び込み授業で
あったが、「また、このような授業をやってほしい。」
という感想が多数寄せられた。
　文学性を有する歌を活用すると、国語科の学習と
しても成立し、表現力や語彙力を育てることができ
る。童謡はそれに適する一つであると確信した。今
後は、童謡の奥深さを国語科だけでなく、体育科や
総合的な学習、或いは合科に生かす方法を探求して
いきたい。
― 180 ―
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第14号
【参考文献】
・北原白秋（1923）「童謡私観」「童謡復興」、『白秋
全集20詩文評論６』岩波書店
・西條八十（1924）「現代童謡講話」、『西條八十全集
14』国書刊行会
・山東功（2008）『唱歌と国語─明治近代化の装置─』
講談社
・野口雨情（1921）「童謡作法問答」、『定本野口雨情
第７巻』未来社
・畑中圭一（1990）『童謡論の系譜』東京書籍
・畑中圭一（1997）『文芸としての童謡─童謡の歩
みを考える─』世界思想社
・藤田圭雄（1971）『日本童謡史Ⅰ』あかね書房、
（1984）『日本童謡史Ⅱ』あかね書房
・矢崎節夫（1995）「あとがき」、『金子みすゞ童謡詩
集あした』教育出版
・山住正巳（1967）『唱歌教育成立過程の研究』東
京大学出版会
・谷　亮子（2012）『童謡が響く国語教室』渓水社
― 181 ―
教育研究報告
表１　児童が選んだ思いが伝わってくる文章
★一番心に伝わってくるのはどれですか。１つ選びましょう。　　詩グループ（総文字数　513文字）
①『アメフリ』の「ピッチピッチ　チャップチャップ　ランランラン」がとてもリズムがよく明るい雰囲気
になれます。この詩から青や水色が浮かんできました。「カアサンボクノヲ　カシマショカ。キミキミ　コ
ノカサ　サシタマエ」から主人公の男の子は優しく甘えん坊なんだなと思いました。 17名
②「十五夜お月さん　母さんに　も一度わたしは逢いたいな」がさびしく、かわいそうと思いました。ぼく
は「わたし」が本当にお母さんにあいたくて、十五夜お月さんに話している所が好きです。 ９名
③「も一度逢いたいな」という所が母にあいたいという気持ちが伝わってきました。この詩から黄色を思い
浮かべて、月の下で母にあいたい気持ちを伝えているんだなあと思いました。 ７名
④この『十五夜お月さん』の「も一度わたしは逢いたいな」の所が、一度だけでもいいからお母さんにあい
たいという気持ちが伝わりました。私は、ちょっと悲しい気持ちになりました。この詩からは、黄色を思
い浮かべて願い事がかなったような気持ちになりました。 ６名
⑤『アメフリ』の「キミキミ　コノカサ　サシタマエ」が好きです。なぜかというと、普通なら「キミキミ　
コノカサ　サシテイイヨ」と言うはずで、昔の人が言っていた言葉が入っているので好きです。この詩か
ら水色が浮かんできて、明るい気持ちになりました。だから、この詩が好きです。 ５名
⑥「母さん　そんなにいい気持ち」が、優しくて楽しくやっていることが分かって好きなんだ。 ５名
★一番心に伝わってくるのはどれですか。１つ選びましょう。　　童謡グループ（総文字数　627文字）
①「ピッチピッチ　チャップチャップ　ランランラン」の長靴をはいて、水たまりを踏んでいる所が好きです。
この童謡から嬉しい気持ちにもなってウキウキした気持ちにもなりました。 12名
②「アメアメ　フレフレ」が好きです。なぜなら、みんなは雨はあまり好きじゃないと思います。でも、「ア
メアメ　フレフレ」だから、雨が降ってほしいんだなという様子が伝わるから気に入りました。
　「ランランラン」も好きです。雨が降ったら落ち込みます。でも、「ランランラン」では、雨が降っているの
に楽しい感じがしてきて、いいなあと思いました。「サシタマエ」も好きです。昔の感じで渋いけど何かお
もしろいです。 ９名
③「母さんに　も一度わたしは逢いたいな」が一人ぼっちな感じだから好きです。母さんに「も一度逢いた
いな」は悲しい気持ちになりました。暗い青色と普通の黄色を思い浮かべました。暗い青は雨情さんの気
持ちからで、黄色は月と星で、月と星が一緒に輝いているのを思い浮かべたからです。 ９名
④「母さんに　も一度逢いたいな」という所が、思いがすごく伝わってくるみたいだから好きです。女の子
が月に話しかけているみたいだから好きになりました。 ７名
⑤「オオキナ　ジャノメニ　ハイッテク」の所が、お母さんとジャノメがすごく好きなんだなと思いました。
雨の中でも、お母さんと一緒に帰れば平気という感じが好きです。水色と少しこい青のジャノメ傘が想像
できました。雨降りなんだけど、優しさと楽しさが想像できたからです。 ６名
⑥気持ちよさそうで嬉しそうだから好きなんだ。「母さん　そんなにいい気持ち」から、気持ちのいい気持ち
になったよ。この童謡から、ピンク色を思い浮かべて、ふわっとした気持ちになったよ。 ５名 
詩や童謡への思い　　　印象的な語彙・語句　　　下線や囲みは筆者による。
